
水田の泥水にいる微生物の観察
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研究の目的

向宅近くの水同から泥を採取し、 1週間でどのような微生物が観察できるか調べた。夏の暑い時

と秋になってからとでは、泥の中にいる微年.物に変化があるのかを確かめてみることにしたc
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準備する物

水同の泥水、水槽、カルキぬきの水、顕微鋭、
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スライドガラス、カバーガラス

研究の方法

(l) 水凶の泥を5g (スプーン l杯)採取する" (採取場所:熊本市北区植木町)

(2) 泥を水槽に入れカルキ抜きの水 1Lで泥水にし、室内の明るい場所で 1週間継続観察した。

(3) 実験期間A (R 月 16 日 ~22 日 平均気温29"C)と実験期間R (10月 12 日 ~18 日 平均気温20"C)

とで現れる微'tて物に違いがあるか調べる 3
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~JI_察した保子 確認した中物
スケッチ

1 緑色の微斗A物を発見したc カイミジンコの仲間

口 写真略
目

2 カイミジンコは蝕千ーを伸 カイミジンコの仲|品l
11 写ょ'l;s丹 ばしてェサ事?とっていたc

同

ヨ
カイミジンコが2枚の殻 カイミシンコの仲18J
の問かt')2邑でブンデ外に カイミジンコの仲間
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目
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生きている生物t士、カイ カイミジンつの仲間
ミジンコT二、け3 牛物の設 え主物の殻

H 写貞略 のようなものを観察した。
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4円たち、干物の積類が カイミジンコの仲間

日 日実略 地えT二p ケイソウの仲間

同
ミドリムシ
ミジンニの仲間

だんだん~h~が沈澱して新 カイミジンコの仲間
6 たにカイミジンコをたく カイミジンコ
n 写真脈 さん発見したG ミドリムシ
目 ミジンコの仲間
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昨日と同じように4種類 カイミジンコの仲間

H 写.t1略
の'1'.物がし、た3 メJイミジ カイミジンコ

I1 ンコがi曽えた。 主ドリムシ
ミジンコの仲|削

(平均気温20'C)) (R : 10月12日"-'18日(平均気温29'C)) 

線認 した牛

カタピロアメンホ 2匹を観察|カタピロアメンボ
できた。
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考察

今回の観察を過して、水阿には何種類もの生物が生息 していることが分かつたc 特に夏の水同は

水温が高かったため大引生物が生息できたと考えられるc 秋の水同は水温が低く微生物はあまりい

なかったが、車内で観察を始めると、宅内はーどして高い氷温なので微牛ー物が用えた。このことか

ら夏は、大型小物に捕食されるが宣言内では捕食小物がし、ないため微小物は噌加できたと考えられるG

。。
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